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第34期決算説明会
2010年５月25日

Create your  futureCreate your  future
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2010年３月期 業績ハイライト
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2010年３月期 業績のポイント

国内市場は回復は依然と進まず、低調なまま推移

中華圏（中国、台湾）においては、内需向けの電子機器を中心に需要が回復傾向

欧州においては、ロシア、トルコなどで回復の兆しが見られた

2010年3月期の経営環境

北米地区は医療、航空機向けに需要があった

10年３月期為替レート ドル： ￥92.89 ユーロ：￥131.18 バーツ：￥2.75

09年３月期為替レート ドル：￥100.71 ユーロ：￥144.07 バーツ：￥2.97

（百万円） 08年３月期 09年３月期 10年３月期 対前年比

売上高 75,647 54,533 36,761 ▲ 17,772

（売上原価率） 68.7% 72.4% 75.8% +3.4%
営業損益 5,133 ▲ 2,512 ▲ 2,688 ▲ 176
経常損益 4,498 ▲ 5,717 ▲ 3,073 2,644
純損益 244 ▲ 8,527 ▲ 3,669 4,858
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利益増減要因（前期との比較）

売上総利益の減少：▲6,202百万円

広告宣伝費の減少：
382百万円

09年３月期の営業損失：
▲2,512百万円

10年３期の営業利益：
▲2,688百万円

旅費交通費の減少：425百万円

人件費の減少：
2,594百万円

09年３月期 10年３月期

その他販管費の減少：2,625百万円

0百万円
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売上高・営業利益四半期の推移

（百万円） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通期

08年３月期 売上高 16,722 19,658 18,851 20,414 75,647

08年３月期 営業利益 1,312 1,068 1,455 1,696 5,133

09年３月期 売上高 13,546 17,371 13,959 9,656 54,533

09年３月期 営業利益 ▲ 257 ▲ 138 ▲ 341 ▲ 1,774 ▲ 2,512

10年３月期 売上高 6,962 8,500 9,925 11,372 36,761

10年３月期 営業利益 ▲ 1,322 ▲ 1,347 ▲ 233 216 ▲ 2,688
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資産の状況について

09年３月期末 10年３月期末 差額

資産の部 流動資産 51,297 42,156 ▲ 9,141

固定資産 33,053 23,786 ▲ 9,267
資産合計 84,351 72,767 ▲ 11,584

負債の部 流動負債 42,809 36,781 ▲ 6,028

固定負債 14,140 12,137 ▲ 2,003
負債合計 56,950 48,919 ▲ 8,031

純資産の部 株主資本 27,288 23,599 ▲ 3,689

評価・換算差額等 ▲ 1,721 ▲ 1,341 380
新株予約権 71 24 ▲ 47
少数株主持分 1,762 1,566 ▲ 196
純資産合計 27,401 23,848 ▲ 3,553
負債純資産合計 84,351 72,767 ▲ 11,584
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在庫の圧縮

全社的な取り組みについて

（百万円） 08年３月期 09年３月期 10年３月期 11年３月期見込

たな卸資産 20,489 17,683 13,595 14,400

たな卸資産の推移
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有利子負債の圧縮

全社的な取り組みについて

（百万円） 08年３月期 09年３月期 10年３月期

有利子負債 37,335 44,319 35,193 34,000
数年以内

有利子負債の推移

44,319
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目標　D/Eレシオ

1.0倍以下
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（百万円）

D/Eレシオ1.0倍以下を
目指す



9

キャッシュ・フローについて

（百万円） 09年３月期 10年３月期 増減額

営業活動によるＣＦ 1,935 7,256 5,321

投資活動によるＣＦ ▲ 7,088 ▲ 693 6,395
財務活動によるＣＦ 4,605 ▲ 9,437 ▲ 14,042

・営業活動によるＣＦ 売掛金の回収やたな卸資産の圧縮に努め、

大幅に増加しました。

・投資活動によるＣＦ 新規の設備を抑制しており、減少となりました。

・財務活動によるＣＦ 短期借入金の返済を積極的に行いました。

キャッシュ・フローについて
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売上原価率推移

・工作機械 製品生産量減少に伴う原価率の上昇。旧モデルの売値を戦略的に値下げ

・産業機械 製品生産量減少に伴う原価率の上昇

・食品機械 研究開発体制強化による人件費増。新製品の開発費負担増
・その他 精密機器製造向けの需要減

・精密金型
製造工程の効率化、生産量増加による原価率の改善

・精密成形

83.1%
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10年３月期各事業の概況について
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事業セグメント別売上高

（百万円） 09年３月期 10年３月期 増減

工作機械事業 35,811 22,598 ▲ 13,213
産業機械事業 12,199 8,113 ▲ 4,086
精密金型・

精密成形事業 3,703 3,723 20

食品機械事業 2,002 2,067 65
その他 816 258 ▲ 558
計 54,533 36,761 ▲ 17,772

09年３月期

65.7%

22.4%

6.8%

3.7% 1.4%

10年３月期

0.7%5.6%

10.1%

22.1% 61.5%

工作機械事業

産業機械事業

精密金型・
精密成形事業
食品機械事業

その他
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事業別海外売上比率

2009年３月期
日本 ％ アジア ％ 北・南米 ％ 欧州 ％

工作機械 12,533 23.0 13,505 24.8 3,316 6.1 6,347 11.6
産業機械 8,104 14.9 3,877 7.1 326 0.6 - -
精密金型・精密成形 2,544 4.7 1,119 2.1 - - - -
食品機械 1,990 3.7 15 0.0 - - - -
その他 816 1.5 34 0.1 1 0.0 - -
合計 25,989 47.7 18,551 34.0 3,644 6.7 6,347 11.6

2010年３月期
日本 ％ アジア ％ 北・南米 ％ 欧州 ％

工作機械 8,152 22.2 8,881 24.2 2,319 6.3 3,244 8.8
産業機械 3,897 10.6 3,990 10.9 225 0.6 - -
精密金型・精密成形 3,040 8.3 683 1.9 - - - -
食品機械 2,004 5.5 63 0.2 - - - -
その他 181 0.5 76 0.2 - - - -
合計 17,276 47.0 13,694 37.3 2,545 6.9 3,244 8.8
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工作機械事業の概要

国内市場は依然として低迷
中国は下期から順調に回復
欧米も下期から回復の兆し

10年３月期の概況について

切削加工機の販売強化
営業体制の効率化
新興市場での拡販
アフターマーケットの収益化
新興国向けの機種の開発
専用機の開発

09年３月期 10年３月期 増減
工作機械販売 27,212 15,715 ▲ 11,497
サービス消耗品 8,599 6,882 ▲ 1,717
計 35,811 22,598 ▲ 13,213
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15,715

8,599

6,882
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工作機械販売 サービス消耗品

（百万円）

重点取り組み

35,811

22,598

売上高
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産業機械事業の概要

09年３月期 10年３月期 増減
射出成形機販売 7,794 7,099 ▲ 695
特機販売 4,405 1,013 ▲ 3,392
計 12,199 8,113 ▲ 4,086

7,794
7,099

4,405

1,013
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09年３月期 10年３月期

射出成形機販売 特機販売

自動車関連需要などは低迷
特機の需要も低調に推移
LED製品関連が急成長

10年３月期の概況について

高い技術力を活かした特殊機の
開発力をアピールした営業
中国厦門工場で射出成形機の
製造開始
IPMモータの開発、外販開始
ネオジウム磁石の製造開始

（百万円）

重点取り組み

LED製品向けで好調な
竪型射出成形機

12,199

8,113

売上高
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09年３月期 10年３月期 増減
精密金型・

精密成形事業 3,703 3,723 20
食品機械事業 2,002 2,067 65
その他の事業 816 258 ▲ 558
計 6,522 6,049 ▲ 473

3,703 3,723

2,002 2,067

816
258

0

1,000
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5,000
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09年３月期 10年３月期

精密金型・
精密成形事業

食品機械事業 その他の事業

精密金型・精密成形事業
・ハイブリッド車向け好調
食品機械事業
・受注は安定していた
・新規案件でコストアップ

10年３月期の概況について

（百万円） 精密金型・精密成形事業
・自動化による原価率の改善
食品機械事業
・製品モジュール化に着手
・即席麺、冷凍麺製造ラインに注力

精密金型・精密成形品、食品機械、
その他の事業の概要

重点取り組み

6,522
6,049

売上高
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2010年３月期トピックス
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中国の展示会に積極的に出展

工作機械展示会に出展

中国は工作機械購入額で世界最大の市場であり、
この勢いは当面継続すると想定されます。この大
規模かついまだ成長市場である中国で、更なる飛
躍を目指し、北京、東莞など各地の展示会に積極
的に出展いたしました。
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IPMモータ事業の開始

IPMモータ事業の開始

■IPM（Interior Permanent Magnet）モータとは
「省エネルギー」、「高効率」、「高トルク」
などの特長があり、ハイブリッドカーやエアコンなど幅
広い分野で使用されています。地球温暖化防止の視
点から、工作機械、産業機械の分野でも省エネニー
ズは高まっており、用途・需要ともに増加傾向にあり
ます。

■今期の計画
自社製品の放電加工機向けなどに
出荷開始し、外販の拡充も推進する
予定。
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11年３月期の業績予想
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2011年３月期 業績予想

国内市場の本格的回復は来期以降

中華圏（中国、台湾）においては引き続き好調を維持

欧州においては、不確定な要素が多く、現状維持を前提

2011年3月期の市場前提

北米地区は医療分野、エネルギー開発分野での安定した需要を想定

10年３月期為替レート ドル： ￥92.89 ユーロ：￥131.18 バーツ：￥2.75

11年３月期予算策定為替レート ドル： ￥93.00 ユーロ：￥125.00 バーツ：￥2.87

（百万円） 09年３月期 10年３月期 11年３月期予想 対前年比

売上高 54,533 36,761 44,500 7,739

営業損益 △ 2,512 △ 2,688 1,200 3,888
経常損益 △ 5,717 △ 3,073 740 3,813
純損益 △ 8,527 △ 3,669 315 3,984
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09年３月期 10年３月期 11年３月期予想 増減
工作機械 35,811 22,598 27,450 4,852
産業機械 12,199 8,113 9,550 1,437
精密金型・

精密成形事業 3,703 3,723 3,950 227

食品機械 2,002 2,067 3,050 983
その他 816 258 500 242
計 54,533 36,761 44,500 7,739
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食品機械事業

その他

売上高（外売）

09年３月期 10年３月期 11年３月期予想 増減
工作機械 ▲ 297 ▲ 683 1,640 2,323
産業機械 80 ▲ 42 290 332
精密金型・

精密成形事業 ▲ 552 175 400 225

食品機械 ▲ 92 ▲ 765 70 835
その他 ▲ 36 ▲ 63 0 63
消去又は全社 (1,614) (1,308) (1,200) 108
計 5,133 ▲ 2,688 1,200 3,888

▲ 4,000

▲ 3,000

▲ 2,000

▲ 1,000

0

1,000

2,000

3,000
工作機械事業 産業機械事業 精密金型・

精密成形事業

食品機械事業 その他 消去又は全社

営業利益

想定レート：USD 93.00円 EUR 125.00円 THB 2.87円

売上高・営業利益（事業別）前期比と今期予想

09年３月期
10年３月期

11年３月期予想

（百万円）

（百万円）
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09年３月期 10年３月期 11年３月期予想 増減
日本 32,289 23,103 27,500 4,397
北・南米 3,266 2,315 2,700 385

欧州 6,027 3,258 3,300 42

アジア 12,949 8,083 11,000 2,917
計 54,533 36,761 44,500 7,739
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09年３月期 10年３月期 11年３月期予想 増減
日本 ▲ 254 ▲ 986 850 1,836
北・南米 ▲ 52 ▲ 27 50 ▲ 77

欧州 ▲ 257 ▲ 169 0 ▲ 169

アジア ▲ 941 ▲ 1,301 500 ▲ 1,801
消去又は全社 (1,005) (203) (200) ▲ 3
計 ▲ 2,512 ▲ 2,688 1,200 ▲ 3,888

▲ 3,000

▲ 2,500

▲ 2,000

▲ 1,500

▲ 1,000

▲ 500
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消去又は全社

売上高（外売） 営業利益

想定レート：USD 93.00円 EUR 125.00円 THB 2.87円

売上高・営業利益（所在地別）前期比と今期予想

09年３月期 10年３月期

11年３月期予想

（百万円） （百万円）
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工作機械事業の予想

工作機械販売 00.0％

サービス
消耗品 00.0％

国内市場は依然として低調
中国は好調に推移
欧米はほぼ現状維持

11年３月期の見込みについて

アフターマーケットの収益化
切削加工機の販売強化
三位一体（機械・サービス・消耗品）
の営業体制
国内、国外の営業組織統合09年３月期 10年３月期 11年３月期予想

工作機械事業 35,811 22,598 27,450

工作機械事業の売上高

27,450
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09年３月期 10年３月期 11年３月期予想（百万円）

11年３月期の取り組みについて
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工作機械事業の今期の取り組みについて

金型産業向けの国内販売台数は減
少傾向にあり、日本市場は成熟市場
と言える
国内には現在の当社の放電加工機
が約21,500台稼働中

工作機械市場の動向

成熟市場かつ十分なシェアを確保し
ているからこそ、安定した収益の見込
めるサービス、消耗品事業を強化

放電と切削の組み合わせ販売で、金
型加工から部品加工まで幅広いお客
様の要望に対応

幅広いニーズに対応

放電加工機
切削加工機
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工作機械事業の再編

海外市場へのシフトに対応した営業体制
放電加工機、切削加工機、消耗品、保守サービスの取扱を統合

工作機械事業の今期の取り組みについて

機
械
販
売

消
耗
品
販
売

保
守
サ
ー
ビ
ス

国内販売

機
械
販
売

消
耗
品
販
売

保
守
サ
ー
ビ
ス

海外販売

機械販売

保守サービス

消耗品販売

営業組織の統合

国
内
販
売

海
外
販
売
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工作機械事業の今期の取り組みについて

中国展開の継続

中華圏のハイエンドの放電加工機のシェアでは、
首位と想定される
充実したネットワーク構築により決め細やかな営業
体制、サービス体制を完成
取りこぼしの無いよう更なる充実を目指す
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工作機械事業の今期の取り組みについて

インドのデリー、バンガロール、プネ、チェンナイに
事務所を開設し、積極的に営業展開中

新興市場の開拓

新興国では、「廉価」「必要十分な性能」「簡易
な操作方法」が求められており、新たに開発。

廉価

十分な性
能

操作性

VZシリーズ
新興国市場をターゲット
に開発。インドで引き合
い、受注増加中。

デリー

バンガロール

プネ

チェンナイ
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工作機械事業の今期の取り組みについて

成長の期待できる航空機用エン
ジン製造に特化した加工機の開
発
放電加工機の特長「難切削材
加工」を活かした営業

専用機の開発

放電加工機の特性である難切削材の
加工能力を余すことなく発揮する「AG60L」
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09年３月期 10年３月期 11年３月期予想

産業機械事業 12,199 8,113 9,550

産業機械事業の売上高

9,550

8,113

12,199
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8,000

10,000

12,000
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09年３月期 10年３月期 11年３月期予想

産業機械事業の予想

スマートフォンなど小型端末
向けとして金属射出成形機の
需要が拡大
LED製品関連の需要が好調
液晶関連の射出成形の増加
医療分野の射出成形機需要拡大

11年３月期の見込みについて

大型射出成形機の開発
新素材（シリコンやゴムなど）の
射出成形機の開発
IPMモータの拡販
中国・厦門工場での射出成形機の
生産強化

（百万円）

11年３月期の取り組みについて
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精密金型・精密成形品事業
・自動車関連需要は好調
食品機械事業
・食品機械は安定した受注が

期待できる

11年３月期の見込みについて

精密金型・精密成形品、食品機械、
その他の事業の概要

09年３月期 10年３月期 11年３月期予想

精密金型・精密成形 3,703 3,723 3,950
食品機械事業 2,002 2,067 3,050
その他の事業 816 258 500

精密金型・精密成形品、食品機械、
その他の事業の売上高
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精密金型・精密成形 食品機械事業 その他の事業

（百万円）

精密金型・精密成形品事業
・生産工程の改善
食品機械事業
・標準モジュール化の推進
・原価率改善プロジェクト開始
・即席麺、冷凍麺に積極的に参入
・中国・厦門工場での生産も拡充
その他の事業
・LED照明事業を開始

11年３月期の取り組みについて
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設備投資について
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全社

精密金型・精密成形、
食品機械、その他
産業機械

工作機械

減価償却費

設備投資について

（百万円）
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研究開発費

（百万円） 08年3月期 09年3月期 10年３月期 11年３月期計画

工作機械 1,951 1,611 1,293 1,300

産業機械 394 322 246 250
精密金型・精密成形、
食品機械、その他 48 80 129 250

研究開発費合計 2,394 2,013 1,668 1,800

72.2%77.5%
80.0%

81.5%

13.9%14.7%

16.0%

16.5%

13.9%7.7%

4.0%

2.0%
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（百万円）
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コアテクノロジーコアテクノロジー

成長戦略

電源装置電源装置

リニアモータリニアモータ

セラミックスセラミックス

NC装置NC装置

磁石
回転モータ

磁石
回転モータ

モーション
コントローラ

モーション
コントローラ

LED照明

LED照明事業を中心とした環境事業で更なる成長

景気耐性ある事業構造の構築

生産技術生産技術

放電加工機

ｾﾗﾐｯｸｽ部品

射出成形機

CAD／CAMｼｽﾃﾑ

Nano加工機

切削加工機

電子ビーム

工作機械の開発工作機械の開発
産業機械の開発産業機械の開発

食品機械

LED照明

日工会受注統計
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LED照明事業の開始

クリアーソディックの高度な技術力
人工知能によるデジタル制御電源（DSP制御）と
電解コンデンサレスで、高い省エネ性能と長寿命
化を実現

株式会社クリアーソディック
■資本金：１億8,090万円
■事業内容：LED照明の開発・製造・販売

ソディックグループの豊富な経営資源
・生産設備、生産技術、人材、資金を提供
・精密金型製作の技術
・精密射出成形加工の技術

LED照明事業を中心とした環境事業で更なる成長
省エネ・エコ グリーンイノベーションで未来づくりに貢献

成長戦略
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展示会の予定

第25回日本国際工作機械見本市
東京ビッグサイト

2010年10月28日～11月２日

第21回 マイクロマシン/MEMS展
東京ビッグサイト 東ホール

2010年７月28日～30日

“関東グランドフェア2010”：主催:ユアサ商事㈱様

幕張メッセ国際展示場9～11ホール
2010年７月９日～10日

“2010 中部どてらい市”：主催:㈱山善 様

ポートメッセなごや（名古屋国際展示場） 第1展示館

2010年６月５日～７日

CIMT 2010
Beijing, China

2010年６月13日～16日

DMP 2010
Dongguan, China

2010年11年17日～20日

Thai Metalex 2010
Bangkok, Thailand 

2010年11年24日～27日

IMTS 2010
Chicago, USA 

2010年９月13日～18日

EASTEC 2010
West Springhield, MA, USA 

2010年５月25日～27日
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本資料に記載された意見や予測につきましては、資料作成時点での
弊社の判断に基づき作成したものであり、その情報の正確性を保証
するものではありません。また、様々な不確定要素が内在しておりま
すので、実際の業績や結果とは異なる場合があります。

御清聴いただきありがとうございます


